感染症媒介蚊対策シミュレーション事業への協力のお願い
１　目的

　近年、中間宿主が鳥類で蚊が媒介する感染症として、ウエストナイル熱が北米で猛威を振るい、日本への侵入が危惧されています。

大阪府は、平成１５年から「蚊のサーベイランス事業（蚊の種類や生息数、ウエストナイルウイルスの有無を調べています）」と「薬剤の備蓄」を行ってきました。

　今回、全国初の試みかと思いますが、泉南市と協力して、実際の防除に関する手法や効果に関する調査を皆様の地域で実施したく、ぜひご協力をいただきますようお願いします。
２　事業の概要
　シミュレーション事業は、ウエストナイルウイルスが検出されたことを想定して、模擬的に対策を行うものです。
　具体的な対策は、
1 成虫（蚊）対策　（生息地への殺虫剤散布）

今回は、成虫対策としての殺虫剤散布は行いません。
2 幼虫対策　（ボウフラから蚊になるのを妨害します）

蚊の総数を抑えるために蚊の発生源（排水枡など）に昆虫成長制御剤（幼若ホルモン剤）を投入します。
3 蚊の捕獲調査など

事業の前後で、蚊の総数の変化を調査します。
３　協力機関、役割分担とご協力いただきたいこと
　道路側溝・公園など公共の場所の水たまりには、泉南市や社団法人大阪府ペストコントロール協会、財団法人大阪防疫協会、保健所の職員等によって薬剤を投入します。
　皆様には、各住居内の雨水排水マスや水溜まりに薬剤を投入していただきます。
　作業日程（予定）
	　８月２１～２５日
	８月２６～２８日（土～月）
	８月２８日～９月末頃

	　　事前調査
　　　蚊の捕獲
　　　ﾎﾞｳﾌﾗ発生状況
　　薬剤の配布
	薬剤投入
公共の場所＝28日(月）
住居内　

３日の内、どの日でも良いので、投入してください。
	事後調査

蚊の捕獲　
ﾎﾞｳﾌﾗ発生状況　





４　まとめと公表等　　　（大阪府環境衛生課、泉南市）　　　　　

　　事業を行うこと、事業の結果のまとめを報道機関に情報提供します。
　
（参考資料）
　使用薬剤の毒性について

使用薬剤の概要説明

　昆虫は、脱皮ホルモン（前胸腺）と幼弱ホルモン（アラタ体）の働きのバランスによって、幼虫→さなぎ→成虫と形態を変えながら（変態）成長します。

　そこで、成長の過程を乱すことで害虫の駆除や抑制を行うために、これらのホルモンに良く似た合成物質が開発されました。

これらの昆虫ホルモン類似薬剤を昆虫成長制御剤と言い、その特徴は、昆虫と体の仕組みが全く異なるほ乳類などへの安全性が高いことです。

　今回使用する「ピリプロキシフェン」は、双翅目昆虫（ハエ、カ、ユスリカ、チョウバエなど）の「さなぎ」になる直前の幼虫に作用し、「さなぎ」や成虫になるのを阻害します。その結果、幼虫のまま一生を終えさせるもので、殺すものではありません。

１　使用薬剤名
　　ピリプロキシフェン　　錠剤中に０.５％含有　

　（今回は０.５ｇ錠を使いますので、１錠中に２.５mgの有効成分があり、１戸当たり２錠配布の予定です。）

２　錠剤の物理的・化学的性質

　　ＰＨは、０.６％水溶液で　５.２～６.３（酸性）。

アルカリ性下で分解しやすい。石けん液等との混入を避けてください。

　　引火性なし。

水中での崩壊時間は、約５分（発泡終了まで）。

３　有害性情報
　　ＬＤ50　　　　　：　ラット経口　　　　約4000～6000mg/kg,

（半数致死量）　　　　　マウス経口（♀）　＞5000mg/kg

　　 LC50　　　　　：　コイ　　　　　　　123mg/L（96時間）

　　（半数致死濃度）　　　ミジンコ　　　　　＞1000mg/L（3、24時間）、

　　　　　（ミジンコには、増殖抑制はpptレベルで顕著との報告がある。）
	問い合わせ先

大阪府泉佐野保健所　

生活衛生室　衛生課　西村、奥尾、窪田
〒598-0001　泉佐野市上瓦屋583-1
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